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Evaluation of PBL Practices in Japanese Language Education: 


















































持って PBL を取り入れられるようになるのではないかと考える。 
目的：PBL が日本語能力向上に結びついているのか、その評価のあり方と可能性を探る 
2. PBL 













2-2．Problem-based Learning と Project-Based Learning 
 PBL は、Problem-based Learning と Project-based Learning の２つの学習デザインの
ことであり、日本語では課題解決型授業や問題解決型授業などと訳されている。Problem-
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2-2-3．Problem-based Learning と Project-based Learning の類似点と相違点 























 これら Problem-based Learning と Project-based Learning は、特徴や目的に違いはあ
るが、文部科学省のアクティブ・ラーニング推奨の動きもあり、いずれも近年多くの学校
で取り組まれている学習法である。 






































 これら Problem-based Learning と Project-based Learning は、特徴や目的に違いはあ
るが、文部科学省のアクティブ・ラーニング推奨の動きもあり、いずれも近年多くの学校
で取り組まれている学習法である。 

























検索期間は 2020 年 7 月 3 日から 2020 年 9 月 7 日である。 
検索の際は、「日本語教育」というキーワードと（1）PBL、（2）“Project based Learning”、
（3）“Problem based Learning”、（4）Project based Learning、（5）Problem based Learning、
（6）課題解決型、（7）課題解決、（8）問題解決型、（9）課題発見の９つのキーワードをそ
れぞれかけあわせて検索した。 





   
4. 論文検索結果 
4-1.検索ヒット数 
検索の結果、検索ヒット数は（1）PBL×日本語教育が 12 件、（2）“Project Based 
Learning”×日本語教育が 13 件、（3）“Problem Based Learning”×日本語教育が 3 件、（4）
Project Based Learning×日本語教育が 38 件、（5）Problem Based Learning×日本語教育
が 23 件、（6）課題解決型×日本語教育が 4 件、（7）課題解決×日本語教育が 21 件、（8）問
題解決型×日本語教育が 11 件、（9）課題発見×日本語教育が 2 件、計 127 件であった。こ






























































































 一方、表 2 はアンケートやインタビューなど学習者自身の評価によって日本語能力が向
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